
いる。九経字様にも康煕字典にも「迺」は載っているが「廼」
は載っていない。「廼」が JIS第1水準で「迺」は JIS第2水準。

【延】説文解字での部首は「廴」でも「延」でもなく「㢟」部
に分類されている。康熙字典では「廴」部の4画に掲載され
ている。
【廻】JIS2004の例示字形変更によって、えんにょうに筆抑え
がついた。説文解字には不録でかわりに「回」を使う。中国

でも「回」を使う。
【建】泰山刻石と説文解字のえんにょうの形が異なる。えん
にょうは、北魏では点をつけて書かれたり、しんにょうを書
かれたりすることがある。
【廼】「迺」とは異体字。北魏では「迺」がたくさん書かれて

延

廻
廽

𢌞

建

廼
迺

廿

エン
のばす
のびる
のべる

カイ　エ
まわる
まわす
めぐり
めぐる

ケン
コン
たつ
たてる

ダイ
ナイ
すなわち
の
なんじ

ジュウ
キョウ
にじゅう

教 6常①

人①

④

④

教 4常①

① 

 ②

人①

建

廿

回

延

延

延
粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

元暦萬葉

肥後孝子伝

五穀無尽蔵

節用

廴 4

廴 6

辵 6

廴 6

辵 6

廾 1

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

教科書

×

干禄〈通〉

中国

香港

台湾

中・台・香

中・台・香

中・台・香

甲骨

甲骨

甲骨

金文

春秋・金文

大盂鼎

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・㢟部

説文不録

説文・廴部

泰山刻石

説文・乃省

説文古文

説文・十部

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

曹全碑

張景造土牛碑

西嶽華山廟碑

曹全碑

尹宙碑居延漢簡

智永千字文

智永千字文

十七帖 集字聖教序

興福寺断碑

興福寺断碑

淳化閣帖

鄭羲下碑

元延明墓誌

敬史君碑

弔比干墓文

弔比干墓文

論経書詩

鄭羲下碑

元晫墓誌

敬史君碑

元欽墓誌

鄭羲下碑

九成宮

等慈寺碑

孟法師碑

九成宮

等慈寺碑

九成宮

雁塔聖教序

房玄齢碑

等慈寺碑

化度寺碑

五経・廴部

干禄字書

五経・廴部

九経・�部

九経・十部

光明皇后杜家立成

光明皇后楽毅論

法華義疏

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【廴】延
5
廻

6
建

6
廼

6
【廾】廿

1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【弊】篆書では「獘」を用いる。【弁】「辨／辧」「辯」「瓣」を統合した字。本来は「辨明／辧
明」「辯護」「安全瓣」のように使い分ける。「弁」は冠の名。
「辨／辧」は異体字で、識別する、区別すること。「辯」は論
争すること。「瓣」は瓜の中の実。漱石は「勘弁」「辨解」「辨
當」、「辯ずる」「辯舌」「辯論」「能辯」「辯護」「能辯」「辯解」

と使い分けている。「辨解」と「辯解」を使っているのはどち
らかが誤用か。太宰治が『人間失格』を書いたのは当用漢字
表で「辨・瓣・辯」が「弁」に統合された2年後だが、手書
き原稿に「能辯家」と書いている。
【弄】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。

弁
覍

辨

辧

辯

瓣

弄

弊
獘

ベン
かんむり
わきまえる
わける
かたる
とく
はなびら

ベン
わきまえる
わける

ベン
わきまえる
わける

ベン 
かたる
とく

ベン
はなびら

ロウ
もてあそぶ

ヘイ
やぶれる

ヘイ
バイ
ヘツ
ベチ

教 5常①

段注見出

②

②

②

②

常①

常①

段注見出

弁

弁

辩

辯辯

辨

辨辨

瓣

瓣瓣

弊

弊

弄

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

道済寺鐘銘

雲紙本朗詠

雲紙本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑬

節用

節用

節用

節用

五常俗談集

廾 2

瓜 14

辛 9

辛 9

辛 14

廾 4

廾 12

犬 12

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

陸軍

× 干禄〈俗〉

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国

香港台湾

中国

香港台湾

中・台・香

中国・香港

台湾

甲骨 春秋・金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

説文・皃部

説文或体

説文籀文

説文・瓜部

説文・刀部

説文・廾部

説文・犬部

説文・或体

銀雀山竹簡

馬王堆説文・辡部

馬王堆

北海相景君碑

熹平石経

唐・孫過庭

初月帖

智永千字文

淳化閣帖

張猛龍碑

元欽墓誌

高貞碑

元華光墓誌

樊興碑

道因法師碑

泉男生墓誌

九成宮

道因法師碑

干禄字書

九経・儿〈説文〉

九経・儿〈隷省〉

五経・瓜部

五経・辛部

五経・言部

干禄字書

五経・犬部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

光明皇后

聖武天皇雑集

琱玉集
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【廾】弁
2
弄

4
弊
12

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



線が2つの点がつながったと解され、それを「口」と間違え
ると「弔」が「吊」になる。江戸期は「弔」を「つる」、「と
ふらひ」、「吊ひ」を「とふらひ」、「とむらひ」と読むなど意
味は分かれていない。『陸軍幼年学校用字便覧』（大正3年編纂、
昭和13年改訂）は、「吊」を「弔」の許容字体として扱い「實ハ

別字」としており、意味は分かれていないと見るべき。太宰
は昭和23年発表の『人間失格』で「吊」と「弔」を明確に使
い分けている。中国では「吊」と「弔」は「吊」に統合され
ているようだ。
【弘】旁を「口」とする異体字がある。

【弓】当用漢字表では4画で書いているようにに見えるが、当
用漢字字体表では3画で書いている。中国・台湾の明朝体は
3画に見えるが、日本・香港の明朝体は4画に見える。
【引】当用漢字字体表では偏を4画で書いているように見え、
「弓」の単体と字体が異なる。中国・台湾の明朝体は偏が3画

に見えるが、日本・香港の明朝体は偏が4画に見える。
【弔】干禄字書、康煕字典ともに「吊」は「弔」の俗字として
いる。字体の変遷をみるかぎり、「吊」と「弔」は異体字と見
て良いだろう。間に草書を介すると「弔」から「吊」ができ
た過程が理解できる。「口」は草書で点を2つで表現するが横

式

弐
貳

貮

弓

引

弔
吊

弘

シキ
ショク
のっとる
のり

ニ
ジ
ふたつ

キュウ
ゆみ

イン
ひく
ひける

チョウ
とむらう

チョウ
つる
つるす

コウ
グ
ひろい
ひろめる

教 3常①

常①

②

②

教 2常①

教 2常①

常①

①

人①

式

贰

引

弓

弘

弓

貳

引

弘

藤原定家 節用

礼容筆粋 口 3

弓 1

陸軍
〈實ハ別字〉

陸軍 干禄〈俗〉

吊
中国・台湾

吊
香港甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

殷・金文

金文

侯馬盟書

説文・人部 武威漢簡 衡方碑

魏・正始石経

智永千字文 爨宝子碑

元彦墓誌

刁遵墓誌

契苾明碑

泉男生墓誌 干禄字書

五経・人部〈説文〉

五経・人部〈隷省〉

琱玉集

琱玉集

琱玉集

元暦萬葉①

元暦萬葉④

元暦萬葉④

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑰

仮名手本忠臣蔵

節用

四季往来

節用

節用

農家用文章大全

五穀無尽蔵

節用

弋 3

貝 5

弓 0

弓 1

弓 2

坊っちやん

坊っちやん

干禄〈俗〉

中・台・香

中国

台湾・香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

金文

金文

毛公鼎

睡虎地秦簡

石鼓文

包山楚簡

睡虎地秦簡

曾侯乙墓

説文・工部

説文・貝部

説文・弓部

説文・弓部

説文・弓部

馬王堆

居延漢簡

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

馬王堆

鮮于璜碑陰

史晨後碑

礼器碑陰

熹平石経

馬王堆

敦煌漢簡

乙瑛碑

智永千字文

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

張猛龍碑

穆亮墓誌

元暉墓誌

楊胤墓誌

元遥墓誌

劉碑造像記

爨龍顔碑

孔子廟堂碑

孔子廟堂碑

化度寺碑

九成宮

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

五経・弋部

五経・弓部

干禄字書

五経・弓部

王勃詩序

王勃詩序

法隆寺献物帖

聖武天皇雑集

琱玉集

王勃詩序

灌頂記

灌頂記
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【弋】式
3
弐

3
【弓】弓

0
引

1
弔

1
弘

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【弗】「ドル」は訓読みである。カタカナで書くけど。
【弦】説文解字と武威漢簡は同じ字体。
【弥】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。説文解字
では「長＋爾」。
【弧】日本では「弓」部の6画だが、康煕字典では「弓」部の

5画に分類されている。

弗

弛

弟

弦

弥
彌

镾

弧

フツ
ホツ
ず
ドル

チ
シ
ゆるむ
ゆるまる
たるむ

テイ
ダイ
デ
おとうと

ゲン
つる

や
ビ
いよいよ

コ
きゆみ

①

人①

教 2常①

常①

常①

人②

段注見出

常①

弗

弟

弥

弛

弦

弧

弗

弟

彌彌

弛弛

弦

弧弧

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑲

節用

節用

節用

節用

立身

弓 2

弓 3

弓 4

康煕古文

弓 4

弓 5

弓 5

弓 14

弓 5

こころ

坊っちやん

こころ

漢字要覧

明治の漢字

○

戦国・郭店楚簡

戦国・郭店楚簡

陸軍

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

香港台湾

甲骨

甲骨

毛公鼎

金文

侯馬盟書

金文

史牆盤

侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文・丿部

説文・弓部

説文或体

説文・弟部

説文古文

説文・弦部

説文・長部

説文・弓部

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆 馬王堆

武威漢簡

馬王堆

石門頌

北海相景君碑

居延漢簡

曹全碑

張遷碑

礼器碑

乙瑛碑

智永千字文

王献之

書譜

王献之

蘭亭序

集字聖教序

集字聖教序

楊大眼造像

元詳造像記

元孟輝墓誌

牛橛造像記

九成宮

昭仁寺碑

道因法師碑

孔子廟堂碑

破邪論序

昭仁寺碑

泉男生墓誌

五経・弓部

五経・韋部

干禄字書

五経・弓・説文

五経・弓・経典

五経・弓部

法華義疏

王勃詩序

聾瞽指歸

光明皇后・杜家立成

光明皇后・楽毅論

杜家立成

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【弓】弗
2
弛

3
弟

4
弦

5
弥

5
弧

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【弱】説文解字も五経文字も部首は「彡」。
【強】干禄字書と五経文字は「強」と「彊」を異体字とする。
説文は「彊」を別に掲載している。康煕字典は「強」「强」
「彊」を別々に掲載している。陸軍幼年学校用字便覧は「彊」
を「強」の通用字とする。説文解字は「強」の字体だが、秦

代の睡虎地秦簡も、漢代の隷書も「强」の字体なので説文が
誤りなのかもしれない。説文解字の段注本に大徐本と異なる
或体が載っている。
【弼】陸軍幼年学校用字便覧では「白」を「因」としたものを
本字としている。

弱
弱

強
强

彊

張

弾
彈

弼

ジャク
よわい
よわる
よわまる
よわめる　

キョウ
ゴウ
つよい
つよまる
つよめる
しいる

チョウ
はる

ダン
ひく
はずむ
たま

ヒツ 
すけ
たすけ
たすける

教 2常①

教 3常①

①

教 5常①

常①

人②

①

弱

疆

弼

强

弹

张

弱

疆

弼

強強

彈

彈

張張

元暦萬葉⑩

元暦萬葉⑥

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本古今集

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑳

五穀無尽蔵

消息往来

節用

節用

節用

元禄太平記

節用

弓 7

弓 8

弓 9

弓 13

弓 8

弓 12

古文

弓 9

古文

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

陸軍

陸軍

陸軍・本字

×

○

×

段注或体

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国

香港

台湾

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

史頌

大盂鼎

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

包山楚簡

説文・彡部

説文・虫部

説文籀文

説文・弓部

説文・弓部

説文・弓部

説文或体

説文・弜部

説文或体

説文古文

説文古文

馬王堆

銀雀山竹簡

新居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

西狭頌

北海相景君碑

魯俊碑陰

石門頌

曹全碑居延漢簡

礼器碑陰

魯俊碑

曹全碑

張遷碑

楊淮表記

智永千字文

淳化閣帖

省別帖 快雪時晴帖

楊大眼造像

寇治墓誌

元遥墓誌

敬史君碑

孫秋生造像

張猛龍碑

元延明墓誌

諮議元弼墓誌

九成宮

孟法師碑

皇甫誕碑

皇甫誕碑

皇甫誕碑

五経・彡・説文

五経・彡・石経

干禄字書

干禄字書

五経・弓部

五経・弓部

杜家立成

王勃詩序

画図讃文

聾瞽指歸

光明皇后・楽毅論

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

290 291

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【弓】弱
7
強

8
張

8
弾

9
弼

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


